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旧
北
条
町
内
に
は
、
今
ま
で
公
園
も
無
く
、
空
地
も
無
く
子
供
達
の
遊

び
場
所
や
夏
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
場
所
も
な
か
っ
た
の
に
、
こ
の
度
、
密
集

地
の
中
に
、
遊
具
も
あ
り
、
ま
た
今
時
め
ず
ら
し
い
ポ
ン
プ
式
井
戸
の
水

汲
み
場
も
あ
る
広
々
と
し
た
防
災
公
園
が
で
き
ま
し
た
。
近
隣
の
子
供
達

が
来
て
遊
ん
で
は
楽
し
そ
う
に
ポ
ン
プ
で
水
を
汲
み
上
げ
、
き
れ
い
な
水

で
手
を
洗
っ
た
り
、
マ
マ
ゴ
ト
遊
び
で
に
ぎ
や
か
な
声
で
遊
ん
で
い
る
姿
、

ま
た
可
愛
い
い
花
壇
の
美
し
い
花
に
も
心
が
和
み
ま
す
。
井
戸
水
を
汲
み

花
の
水
や
り
な
ど
花
壇
の
手
入
で
美
し
い
公
園
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

完
成
後
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
の
い
こ
い
の
場
所
と
し

て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
公
園
の
美
化
、
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
所
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
本
町
　
片
岡
　
明
子
）

一
歩
出
れ
ば
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
、
そ
し
て
家
々
の
屋
根
し
か
見
え
て

な
か
っ
た
街
に
待
望
の
公
園
が
出
来
ま
し
た
。
小
雨
の
３
月

20日
、
公
園

の
花
壇
の
植
え
込
み
に
参
加
し
ま
し
た
。

町
内
の
人
達
の
協
力
で
植
え
ら
れ
た
花
々
は
、
今
自
分
の
居
場
所
に
満

足
し
た
か
の
よ
う
に
、
競
っ
て
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
事
に
参

加
し
て
あ
ら
た
め
て
花
の
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
今
で
は
公
園
で
子
供
た

ち
の
は
し
ゃ
ぐ
声
と
親
達
の
楽
し
そ
う
な
話
し
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
近
隣
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
き
た
今
、
人
々
が
憩
え
る

場
所
が
で
き
て
よ
か
っ
た
、
そ
し
て
こ
の
花
壇
づ
く
り
に
参
加
で
き
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
本
町
　
山
田
康
子
）



　
現
在
、
北
条
地
区
で
検
討
さ
れ
て
い
る
町
並
み
環
境
整
備
事
業
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
智
恵
を
出
し
合
い
、
皆
さ
ん
の
合
意
に
よ
り
取
り
決
め
た
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー

ル
（
ま
ち
づ
く
り
協
定
）
に
従
っ
て
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
、
住
民
サ
イ

ド
に
立
っ
た
事
業
で
す
。
住
民
の
方
と
市
が
協
力
し
、
国
の
支
援
も
受
け
、
整
備
方
針
に
基
づ
き
出
来

る
と
こ
ろ
か
ら
事
業
計
画
を
た
て
て
整
備
し
て
い
く
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
も
あ
り

ま
す
。
昨
年
度
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
「
ま
ち
な
み
広
場
」
は
、
地
元
並
び
に
地
権
者
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
の
「
ま
ち
づ
く
り
第
１
号
」
で
す
。
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「
こ
ん
な
と
き
は
市
役
所
の
ど
こ

の
課
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば
い
い

の
？
」
あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え

し
ま
す
。

機
構
改
革
や
、
制
度
改
正
に
対

応
。
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

又
、
定
期
的
に
変
更
さ
れ
る
路

線
バ
ス
や
北
条
鉄
道
の
時
刻
表
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
新
の
行
事
予
定
を
見
や
す
い

市
内
の
み
な
さ
ん
に
特
に

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
項
目

カ
レ
ン
ダ
ー
形
式
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

自
治
会
の
ご
都
合
等
で
毎
月
15

日
に
広
報
「
か
さ
い
」
が
ご
覧
に

な
れ
な
い
方
や
、
以
前
の
広
報
が

ご
覧
に
な
り
た
い
方
へ
。（
平
成
10

年
９
月
号
か
ら
最
新
号
ま
で
が
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。）

市
内
の
み
な
さ
ん
が
載
せ
た
い

情
報
、
お
知
ら
せ
等
を
自
由
に
乗

せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
地
区
の

お
祭
り
、
学
校
の
行
事
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
様
子
、
各
種
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介
、

あ
る
い
は
、
ご
家
族
・
友
人
同
士

の
体
験
談
等
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

※
た
だ
し
、
公
序
良
俗
に
反
す
る

内
容
は
お
断
り
し
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵

便
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。「
市
民
掲
示
板
掲

載
希
望
」
と
書
い
た
う
え
で
、
題

名
、
氏
名
（
団
体
名
）、
文
章
、
添

付
資
料
（
写
真
は
１
枚
ま
で
）、
関

連
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
等

を
記
入
し
て
、
〒
６
７
５
│
２
３
９

５
加
西
市
役
所
　
企
画
室
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
市
民
掲
示
板
」
係
ま
で
送

っ
て
く
だ
さ
い
。E

-m
ail

に
よ
る
受

付
はkasai-c@

sannet.ne.jp
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

http://www.hyogo.com/kasaiホームページ
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加
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ペ
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ジ

加
西
市
で
は
昨
年
3
月
の
「
加
西
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
開
設
以
来
、
そ
の
内
容
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
と
、
と
か
く
「
世
界
に
向
け
た

情
報
発
信
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
、
市
内
の
み
な
さ
ん
が
よ
く
ご
存
知
の
情
報

ば
か
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
市

内
の
み
な
さ
ん
向
け
の
情
報
も
満
載
し
て
常
時
更
新
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
一
度

「
加
西
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

☆
市
民
便
利
帳

☆
加
西
市
行
事
予
定

☆
広
報
「
か
さ
い
」

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

「
市
民
掲
示
板
」

☆
申
込
方
法

ご利用ください。
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ム
ペ
ー
ジ

加
西
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

加
西
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
役
所
前
横
断
歩
道
橋
上
及
び
五
百
羅
漢
で
の
、
あ
る
一
点
か
ら

３
６
０
度
見
渡
し
た
と
き
の
画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
加
西
市
3
6
0
度

市
民
便
利
帳

市
民
掲
示
板

広
報
か
さ
い

加
西
市
行
事
予
定
表

※上図はイメージ図です。実際の画面とは異なる場合があります。
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「
景
気
の
低
迷
が
続
く
中
で
、
何

か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
」

と
企
画
さ
れ
た
こ
の
「
伏
見
詣
で
」。

市
内
１
２
０
に
も
お
よ
ぶ
企
業
か

ら
預
か
っ
た
「
代
理
参
拝
帳
」
を

背
負
っ
た
参
加
者
が
、
か
つ
て
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
北
条
を
５
月

１
日
午
前
７
時
に
出
発
、
国
道
３

７
２
号
線
に
沿
っ
て
京
都
を
目
指

し
ま
し
た
。
道
中
、
慣
れ
な
い
長

距
離
歩
行
に
痛
む
足
を
引
き
ず
り

な
が
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら

あ
た
た
か
い
声
援
を
受
け
、
１
日

は
篠
山
市
、
２
日
は
亀
岡
市
で
宿

を
と
り
、
な
ん
と
か
５
月
３
日
午

後
４
時
京
都
に
到
着
し
ま
し
た
。

「
不
景
気
な
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
あ
え
て
自
分
た
ち
の
可
能
性

を
試
し
て
み
た
か
っ
た
。」
と
同
部

経
営
委
員
会
藤
原
勝
仁
委
員
長
。

商
工
会
議
所
青
年
部
が

京
都
伏
見
稲
荷
大
社
へ

加
西
商
工
会
議
所
青
年
部
（
山
本
茂
幸
会
長
）
の
部
員
約
40
名
が
、

「
景
気
回
復
」
を
合
言
葉
に
5
月
1
日
（土）
〜
3
日
（月）
の
3
日
間
を
か
け
て
、

1
2
0
km
の
道
の
り
を
歩
い
て
京
都
伏
見
稲
荷
大
社
詣
で
を
行
い
ま
し
た
。

これで景気も
回復!

1
2
0
km
を
歩
い
て
参
拝

●
子
ど
も
の
よ
さ
を
あ
ら
た
め
て

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
た
ち
に
目
を
向
け
、
あ

た
た
か
い
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

●
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
て
く
だ

さ
い
。

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
は
、

中
学
校
２
年
生
が
学
校
を
離
れ
、

事
業
所
や
施
設
な
ど
「
現
実
の
社

会
」
で
様
々
な
体
験
活
動
を
行
い
、

共
生
や
感
謝
の
心
を
学
び
、「
生
き

る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も

の
成
長
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
」
っ
て
？

昨
年
、
中
学
生
の
心
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
県
下
で

行
わ
れ
た
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」。
今
年
も
加
西
市
内

4
中
学
校
の
2
年
生
（
7
1
5
名
）
が
挑
戦
し
ま
す
。

皆さんかなりバテぎみです。（篠山市内）

なんとも誇らしげな記念撮影
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４
月
18
日
（日）
、
加
西
市
消
防
団

は
Ｊ
Ａ
加
西
本
店
駐
車
場
に
於
い

て
、
部
長
訓
練
・
新
入
団
員
訓

練
・
水
防
訓
練
及
び
機
関
員
講
習

を
行
い
ま
し
た
。

百
八
十
三
名
の
新
入
団
員
も
、

基
本
訓
練
礼
式
、
ホ
ー
ス
延
長
や

筒
先
の
取
扱
い
要
領
等
の
訓
練
を

無
事
修
了
、
一
朝
有
事
の
災
害
防

禦
に
即
応
で
き
得
る
能
力
を
養
い

ま
し
た
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
四
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

応
急
手
当
を
覚
え

市
民
救
命
士
に
な
り
ま
し
ょ
う

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消

防
本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
三

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部
（
電

話
42
│
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急
係

ま
で
。

☆
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

三
月
の
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
七
十
六
名
〕

・
一
般
受
講
者
（
五
十
六
名
）

▽
豊
村
百
合
子
（
南
町
）
▽
井
上

さ
え
（
御
旅
）
▽
前
田
洋
代
（
横

尾
）
▽
山
本
賀
代
子
（
横
尾
）
▽

藤
原
さ
と
み
（
横
尾
）
▽
福
田
三

園
（
古
坂
）
▽
伊
藤
悦
子
（
東
高

室
）
▽
森
本
早
苗
（
西
南
）
▽
柏

原
明
子
（
吸
谷
）
▽
藤
本
生
美

（
西
上
野
）
▽
小
林
祥
子
（
坂
元
）

▽
木
村
陽
子
（
福
居
）
▽
荒
木
容

子
（
山
下
東
）
▽
上
原
幸
恵
（
東

長
）
▽
柴
田
信
子
（
大
柳
）
▽
衣

笠
八
千
代
（
大
村
）
▽
松
田
明
子

（
牛
居
）
▽
浅
見
恵
美
子
（
東
笠
原
）

▽
松
繁
弘
恵
（
西
笠
原
）
▽
芝
崎

景
子
（
三
口
）
▽
桜
井
早
苗
（
千

ノ
沢
）
▽
藤
井
多
津
子
（
田
原
）

▽
板
井
ち
さ
代
（
網
引
）
▽
森
弥

生
（
繁
昌
）
▽
岡
本
恵
子
（
鶉
野

中
）
▽
朝
田
小
筆
（
別
府
中
）
▽

藤
原
礼
子
（
常
吉
）
▽
高
瀬
悦
子

（
朝
妻
）
▽
岩
崎
ま
さ
子
（
豊
倉
）

▽
岩
本
梨
沙
（
豊
倉
）
▽
杉
井
洋

子
（
甲
和
泉
）
▽
伊
藤
美
鈴
（
野

上
）
▽
高
見
道
子
（
野
上
）
▽
誉

田
成
子
（
池
上
）
▽
浅
場
マ
ス
ミ

（
国
正
）
▽
志
方
富
美
代
（
国
正
）

▽
上
坂
君
代
（
下
若
井
）
▽
小
林

咫
美
子
（
下
若
井
）
▽
篠
倉
登
喜

子
（
上
若
井
）
▽
高
橋
秀
子
（
上

若
井
）
▽
竹
内
恵
美
子
（
大
内
）

▽
増
田
智
恵
子
（
大
内
）
▽
小
池

弘
美
（
下
万
願
寺
）
▽
末
廣
克
代

（
鴨
谷
）
▽
大
西
清
美
（
北
）
▽
松

本
育
子
（
別
所
）
▽
木
埜
千
鶴

（
佐
谷
）
▽
楠
田
房
代
（
佐
谷
）
▽

藤
本
仁
美
（
尼
崎
市
）
▽
佐
藤
由

紀
子
（
西
脇
市
）
▽
日
和
優
子

（
神
崎
郡
）
▽
品
川
真
理
（
神
崎
郡
）

▽
白
井
理
絵
（
神
崎
郡
）
▽
小
林

直
子
（
多
可
郡
）
▽
吉
川
知
江

（
多
可
郡
）
▽
古
川
真
起
子
（
氷
上

郡
）・
市
役
所
職
員
（
二
十
名
）

〔
再
講
習
者
　
四
名
〕

・
一
般
受
講
者

▽
岡
功
子
（
西
上
野
）
▽
川
嶋
良

子
（
坂
元
）
▽
小
林
旬
子
（
朝
妻
）

▽
辻
純
子
（
中
富
）

市
消
防
団
員

新
入
団
員
訓
練
等
を
実
施

梅
雨
期
、
台
風
期
に
備
え
て
、

防
災
対
策
は
十
分
で
し
ょ
う
か
。

た
め
池
を
見
ま
わ
り
、
危
な
い
と

こ
ろ
を
見
な
お
し
ま
し
ょ
う
。

山
崩
れ
や
、
地
す
べ
り
に
も
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

た
め
池
は
プ
ー
ル
に
比
べ
て
水
温
が

低
く
、
岸
か
ら
急
に
深
く
な
り
水
遊

び
は
危
険
で
す
。
た
め
池
に
は
必
ず

「
水
遊
び
禁
止
」
の
立
て
札

を
立
て
ま
し
ょ
う
。

河
川
を
せ
き
止
め
て
い
る

井
せ
き
の
ま
わ
り
は
水
の
流

れ
の
変
化
が
激
し
く
、
近
寄

る
の
は
危
険
で
す
。

問
合
先

農
林
共
済
課
（
電

話
42
│
８
７
４
１
）・
農
村
整

備
課
（
電
話
42
│
８
７
４
２
）

子
ど
も
を
水
難
事
故

か
ら
守
ろ
う
!

6
月
は
「「「「
豊豊豊豊
かかかか
なななな
むむむむ
らららら
をををを

災災災災
害害害害
かかかか
らららら
守守守守
るるるる
月月月月
間間間間
」」」」
で
す
。

対
象
者

個
人
・
集
落
・
生
産
森

林
組
合

実
施
期
間

６
月
26
日
（土）
〜
平
成

12
年
３
月
５
日
（日）

採
択
条
件

●
面
積
　
０
・
１
ha
以
上

●
樹
齢
　
間
伐
　
11
〜
35
年
生

枝
打
　
11
〜
30
年
生

●
そ
の
他
　
管
理
協
定
の
締
結
が

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
伐
・
枝
打
に
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

必
要

補
助
金

０
・
１
ha
当
た
り

３，
２
４
０
円
〜

申
請
用
紙
交
付

〜
６
月
４
日
（金）

申
請
書
受
付

６
月
７
日
（月）
〜18

日
（金）

※
予
定
量
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

農
林
共
済
課
　

（
電
話
42
│
８
７
４
１
）

山崩れの被害
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周
遍
寺
山
遺
跡
は
、
昭
和
三
Ｏ

年
代
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
播

磨
に
お
け
る
発
掘
調
査
の
嚆
矢

（
こ
う
し
）
と
な
っ
た
遺
跡
で
す
。

そ
の
後
の
研
究
の
中
で
山
陰
地
方

に
特
有
の
四
隅
突
出
墓
で
は
な
い

か
と
い
う
説
が
提
起
さ
れ
、
学
会

の
注
目
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
遺
跡
の
実
態
を
解
明

す
る
た
め
に
、
市
史
編
さ
ん
事
業

の
一
環
と
し
て
精
密
な
地
形
測
量

と
地
中
探
査
を
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

現
在
、
網
引
町
の
加
西
南
産
業

団
地
に
な
っ
て
い
る
丘
陵
の
す
ぐ

北
側
に
こ
の
遺
跡
は
立
地
し
て
い

ま
す
。
約
１
〜
２
m
ほ
ど
の
高
さ

を
も
つ
墳
丘
が
３
基
あ
り
ま
す
が
、

東
か
ら
順
に
１
号
墓
、
２
号
墓
、

３
号
墓
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
か

っ
て
調
査
さ
れ
た
の
は
１
号
墓
で
、

石
棺
が
現
在
も
露
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
西
側
の
２
号
墓
と
３
号
墓
に

つ
い
て
測
量
と
探
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
両
者
が
１
号
墓
と
同
様
の

長
方
形
の
墳
丘
を
も
つ
こ
と
、
複

数
の
埋
葬
施
設
が
あ
り
、
そ
し
て

２
号
墓
に
は
突
出
部
ら
し
い
張
り

出
し
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。２

号
墓
は
、
１
号
墓
よ
り
も
大

き
な
墳
丘
を
も
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
が
四
隅
突
出
墓
と
し
ま

す
と
、
弥
生
時
代
終
末
期
の
極
め

て
有
力
な
勢
力
の
存
在
を
裏
づ
け

る
こ
と
に
な
り
、
山
陰
地
方
と
の

関
係
も
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
を
追
求
す
る
た
め

に
、
さ
ら
に
調
査
と
検
討
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
助
教
授
）

地形測量調査の様子

周
遍
寺
山
遺
跡
の
測
量
と
探
査

考
古
部
会
長

菱
　
田
　
哲
　
郎

●
入
院
・
通
院
時
の
付
き
添
い
等

●
病
院
へ
薬
を
取
り
に
行
く

●
衣
服
の
着
脱
補
助

●
入
院
患
者
の
洗
濯
及
び
片
付
け
等

●
そ
の
他
家
事
一
般

※
必
要
な
家
事
及
び
介
護
の
援
助

は
内
容
に
よ
っ
て
、
一
日
単
位

及
び
短
時
間
で
も
お
受
け
で
き

ま
す
。
出
来
る
だ
け
依
頼
者

（
発
注
者
）
の
希
望
に
添
え
る
よ

う
対
応
し
ま
す
。

依
頼
さ
れ
た
仕
事
の
遂
行
に
あ

た
っ
て
は
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り

の
生
き
方
や
気
持
ち
を
大
切
に
し

ま
す
。

高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
と
能
力

を
生
か
し
た
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。
と
く
に
同
年

利
用
者
を
尊
重
し
た

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

代
の
利
用
者
と
は
、
生
き
方
や
気

持
ち
を
共
有
・
共
感
で
き
る
世
代

と
し
て
そ
の
生
活
を
支
え
ま
す
。

職
業
上
知
り
得
た
個
人
や
家
庭

の
情
報
を
他
に
漏
ら
し
ま
せ
ん
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

発
注
者
か
ら
の
仕
事
の
内
容
に

よ
り
、
材
料
等
が
必
要
な
場
合
、

材
料
代
等
を
別
途
加
算
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
利
用
料
の

合
計
額
に
事
務
費
と
し
て
７
％
を

加
算
し
て
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

依
頼
先

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
務
局
（
加
西
支
部
　
電
話
42
│

４
３
８
０
（
土
・
日
・
祝
休
））

利
用
料
金
に
つ
い
て

高
齢
者
世
帯
等
に
特
に
要
望
が
高
い
次
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
な
時
間
、
電
話
一
本
で
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

（
ご
利
用
料
金
は
1
時
間
8
5
0
円
〜
1
0
0
0
円
程
度
）
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中
国
自
動
車
道
加
西
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
県
道
中
・
北
条
線

を
北
に
、
蛤
山

は
ま
ぐ
り
や
ま
の
ふ
も
と
泉
中
学

校
を
右
に
見
な
が
ら
県
道
市
川
・

滝
野
線
と
ク
ロ
ス
す
る
満
久
町
の

交
差
点
あ
た
り
か
ら
北
西
の
山
あ

い
に
広
が
る
80
戸
余
の
別
所
町
、

区
長
中
芝
良よ
し

知と
も

さ
ん
の
お
宅
を
伺

い
ま
し
た
。
奈
良
時
代
の
終
わ
り
、

当
時
加
茂
郡
別
所
村
に
播
磨
の
雄
、

赤
松
季す
え

房ふ
さ

の
孫
の
頼よ
り

清き
よ

の
時
に
、

加
東
、
印
南
、
淡
路
の
播
磨
一
円

を
一
望
で
き
る
北
に
険
し
く
、
南

に
断
崖
の
地
形
の
こ
の
地
に
別
所

城
を
構
え
ま
し
た
。
赤
松
氏
の
栄

華
４
０
０
年
の
礎
と
な
っ
た
城
で

も
あ
り
、
古
図
に
は
下
屋
敷
な
ど

昔
の
名
残
り
を
留
め
、
町
の
奥
の

高
台
に
は
若
王
子
神
社
と
阿
弥
陀

寺
が
並
ぶ
よ
う
に
位
置
し
、
寺
の

裏
山
に
は
、
四
国
88
ヵ
所
の
仏
さ

ま
が
祀
ら
れ
、
地
元
の
方
の
信
仰

の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。「
町

の
行
事
は
、
十
数
年
前
ま
で
は
、

芝
居
や
盆
踊
り
、
最
近
で
は
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
や
花
見
で
楽
し
み
、
又

毎
月
20
日
に
は
、
阿
弥
陀
寺
で
は
、

住
職
を
交
え
て
、
お
年
寄
り
の
方

を
中
心
に
仏
法
に
ま
つ
わ
る
あ
り

が
た
い
お
話
も
し
て
い
た
だ
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て

い
ま
す
。
町
は
昔
か
ら
機は
た

織お
り

業
、

鉄
工
な
ど
の
事
業
家
が
多
く
、
今

も
３
軒
に
１
軒
ぐ
ら
い
の
割
で
事

業
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
関
係
で
、

昼
と
夜
の
人
口
の
差
が
少
な
い
町

で
す
。
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
は
、
白

壁
風
の
お
城
を
模
し
て
建
て
ら
れ

た
公
会
堂
が
あ
り
、
回
り
に
は
、

サ
ッ
カ
ー
や
野
球
が
で
き
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
作
り
、
子
供
た
ち
が
外

へ
出
て
遊
ぶ
楽
し
さ
を
存
分
に
味

わ
え
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま

す
。」
と
に
こ
や
か
に
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。「
上
野
町
石い
そ

部べ

神
社
、
10

月
の
秋
祭
り
に
は
、
昔
は
道み
ち

山や
ま

町

か
ら
も
、
ま
た
、
別
所
町
も
外そ
と

氏う
じ

子こ

と
し
て
神み

輿こ
し

を
だ
し
て
に
ぎ
や

か
で
し
た
。
最
近
は
、
子
供
の
数

も
少
な
く
な
り
、
元
気
な
担
ぎ
手

が
歳
を
と
り
、
60
歳
に
な
っ
て
も

担
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
年
々
、
担
ぎ
手
の
確
保
も

難
し
く
な
り
、
３
年
ご
と
に
神
輿

を
だ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２

月
に
は
、
昔
か
ら
慣
例
と
な
っ
て

い
る
年
１
回
の
山
の
祝
い
が
あ
り
、

山
仕
事
の
後

は
、
ご
ち
そ
う

と
お
酒
で
隣
保

毎
に
慰
労
会
も

し
て
い
る
ん
で

す
よ
。」
と
教

え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
町

は
圃
場
整
備
や

用
水
池
改
修
な

ど
大
規
模
事
業

も
完
成
し
、
今

年
か
ら
コ
ミ
プ

ラ
事
業
に
取
り

組
み
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

少
子
・
高
齢
化
と
言
わ
れ
る
時
代

に
、
お
年
寄
り
の
方
や
子
供
た
ち

が
心
豊
か
に
楽
し
み
な
が
ら
、
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
な
町
に
し

た
い
で
す
ね
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

雨
あ
が
り
に
、
山
の
新
緑
が
目
に

沁
み
る
城し
ろ

址あ
と

に
立
て
ば
、
か
っ
て

つ
わ
も
の
が
疾
風
は
や
て

の
ご
と
く
駆
け

抜
け
た
時
代
な
ど
嘘
の
よ
う
に
歴

史
は
流
れ
、
町
中
に
は
起
業
が
息

づ
き
、
元
気
で
活
気
溢
れ
る
町
並

み
が
広
が
っ
て
い
る
印
象
を
強
く

受
け
ま
し
た
。

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

別所町区長の
中芝さん

石部神社の秋祭りでの勇壮な神輿

まちの数字 89世帯　332人
（男167人・女165人）

次回は佐谷町の予定です。

と
き
を
越
え
城
と
と
も
に

歴
史
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

城址から望む風景
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去
る
４
月
25
日
（日）
、
ク
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は

加
西
市
役
所
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

北
口
ま
で
。
北
条
高
校
前
と
福
祉
会

館
前
を
通
る
２
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
て
出

発
し
ま
し
た
。
伊
東
電
機
�
（
朝
妻

クククク
リリリリ
ーーーー
ンンンン
キキキキ
ャャャャ
ンンンン
ペペペペ
ーーーー
ンンンン

加西市連合婦人会（山本賀代子会
長）は、会員から寄せられた募金を
もとに、１時間ごとに音楽で時刻を
知らせ12個の人形が様々な動きを見
せる壁掛けタイプの時計２台を健康
福祉会館に寄贈されました。

今年世界最大と認定された地球儀
時計（丸山公園）への、延べ登頂者
数が昨年２月３日に設置以来２万５
千人を突破しました。５月１日（土）、
２万５千人目となった千田英樹さん
ご一家（神崎郡福崎町）に藤岡市長
より認定証と記念品が贈られました。

地球儀時計展望台登頂者２万５千人を突破

今夏には中国・内蒙古自治区の
砂漠にポプラの植樹を計画中。

４月29日（祝）、緑の大切さを訴える
「加西発　緑の協力隊」が、健康福祉
会館周辺と中国自動車道沿道に、アジ
サイ250本を植栽しました。約40名が
参加され、花のまち加西のグレードア
ップにご協力いただきました。

緑の協力隊アジサイ250本を植栽

連合婦人会がメロディ時計を寄贈

わ
た
し
の
夢

富
合
小
学
校
六
年

西
村
絵
里
香
さ
ん

私
の
夢
は
、
盲
導
犬
の
訓

練
士
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
障
害
者
の
本
を

読
ん
で
目
の
不
自
由
な
人
が

大
勢
い
て
困
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
私
が
で
き
る
事
は
、

一
匹
で
も
多
く
の
盲
導
犬
を

訓
練
し
て
、
目
の
見
え
な
い

人
が
一
人
で
も
不
自
由
の
な

い
楽
し
い
生
活
が
で
き
る
様

に
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

難
し
い
と
思
う
け
ど
、
犬
が

好
き
だ
し
、
人
の
役
に
立
ち

た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

４月25日（日）、富士通明石体育館
で開催された「全日本都市対抗９人
制バレーボール男女優勝大会」兵庫
県予選会で三洋電機㈱男子バレーボ
ール部が見事準優勝に輝き、加西市
代表として６月３日（木）からの全国
大会に出場されます。

三洋電機男子バレーボール部が全国大会へ

町
）
の
会
社
挙
げ
て
の
参
加
も
あ
り
、

合
計
52
名
も
の
方
々
が
手
に
火
箸
と

ゴ
ミ
袋
を
持
っ
て
進
ん
で
行
き
ま
し

た
。池

や
広
場
の
よ
う
に
人
が
集
ま
る

と
こ
ろ
に
は
、
空
き
缶
や
お
弁
当
の

ゴ
ミ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間

に
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
ゴ
ミ
の
山
が

出
来
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
ゴ
ミ
の
山
を
見
て
い
る

と
、
加
西
の
街
を
少
し
は
美
し
く
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
け

れ
ど
も
や
っ
ぱ
り
、
ポ
イ
捨
て
を
し
な

い
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
す
ね
！

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

「子どもからお年寄りまで多くの
人に親しんでもらいたいです。」

本当にたくさんのゴミ

「眺めもよくていいところで
すね」と千田さん。

全国大会（於大阪府立体育
館）でもがんばります。

夜
に
な
っ
て
腕
時
計
を
は
め
る

も
う
寝
な
い
か
ら

絆
う
た
か
た

な
だ
め
て
も
す
か
し
て
も
風

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
焦
げ
目
が
付
い
て
い
る

戦
火
は
遠
い
か

薄
荷
煙
草
の
煙
吹
く
土
曜
日
は
そ
れ
き
り

不
安

と
は
云
う
も
の
の
あ
の
幕
の
引
き
よ
う

身
体
つい
て
行
く
歳
過
ぎ
口
数
多
い
目
で
ゆ
く

追
い
つ
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
蔬
菜
生
き
生
き

私
の
「
風
景
切
手
」
貼
り
宛
先
の
無
い
手
紙
投
函

い
し
だ
實

岡
　
夕
花

北
村
栄
一

山
本
二
昭

辻
　
美
沙

荻
野
　
享

鈴
木
金
子

井
塚
理
人
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同和教育
シリーズ

4．人権が息づく社会へ
昨年の4月に待望の明石海峡大橋が完成

し、8月に行われた「差別をなくそう県民運
動」中央大会では、知事がひょうご人権大
使の棋士　谷川浩司氏との対談の中で、
「これを機に、みんなの心に橋が架かること
を願っている」という思いを話されました。
“こころ豊かな兵庫づくり”を進める上で、
単に物流面でつながるだけでなく、人々の

心もつながることが欠かせません。そうする
ことによって、みんなが幸せに生きていくこ
とができる社会（人権が息づく社会）が生
まれてくるのではないでしょうか。
心がつながっていない社会では、人々は

「個」として切り離され、冷たい人間関係し
か存在しなくなります。心をつなぐためには、
学校､家庭､地域社会といった身近なところ
での出会い、ふれあい、語り合いを大切に
する心を育てていくことから始める必要があ
ります。
21世紀を「人権の世紀」にすべく、みん

なで心をつなぎあい、手をたずさえていきま
しょう。

つなごう 子どもの心 大人の心

http://www.sannet.ne.jp/kasaiedu  加西市教育委員会　　http://www.justnet.or.jp/home/izumijhs  泉中学校

村
前
遺
跡
か
ら
弥
生
時
代
末
頃

（
約
千
八
百
年
前
）
の
土
器
が
ま
と

ま
っ
て
埋
め
ら
れ
て
い
る
穴
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
土
器
は
土
の
重

み
で
潰つ
ぶ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
完
形

の
土
器
を
意
図
的
に
埋
め
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
土
器
に
は
甕か
め

、

壷つ
ぼ

、
鉢は
ち

な
ど
の
他
に
、
鉢
形
土
器

の
上
に
覆お
お

い
を
着つ

け
た
よ
う
な
形

を
し
た
手
あ
ぶ
り
形
土
器
と
呼
ば

れ
る
土
器
が
あ
り
ま
し
た
。

手
あ
ぶ
り
形
土
器
は
加
西
市
内

で
も
初
の
発
見
で
あ
り
、
県
内
で

も
出
土
数
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

お
そ
ら
く
、
日
常
的
に
使
用
さ
れ

る
雑
器
で
は
な
く
、
祭さ
い

祀し

な
ど
で

使
用
さ
れ
る
特
別
な
土
器
な
の
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
村
前
遺
跡
で
行

わ
れ
た
祭
祀
が
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か
は
不
明
で
す
。

73

村
前
遺
跡
…
西
上
野
町

謎
の
手て

あ
ぶ
り
形が
た

土
器
出
土
!

弥
生
時
代
の
祭さ
い

祀し

跡
？

埋められていた土器（中央が手あぶり形土器）

位置図

教
育
に
つ
い
て
の
課

題
は
い
つ
も
あ
り
ま
す

が
、
昨
今
は
不
登
校
、
学
級
崩
壊
と

いっ
た
深
刻
な
事
態
へ
の
対
応
が
あ
り

ま
す
。

加
西
市
教
育
研
修
所
は
、
教
職

員
の
研
修
と
不
登
校
対
策
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
日
的
課
題
に
対

応
す
る
た
め
に
、
次
の
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

教
職
員
研
修
は
、
本
年
度
七
講

座
を
実
施
し
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
教

育
経
営
、
学
級
経
営
、
授
業
研
究
、

適
応
指
導
の
四
講
座
に
不
登
校
問
題

へ
の
具
体
的
対
応
の
研
修
を
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。
課
題
解
決
に
は
、
教

職
員
が
研
鑚
を
積
み
、
資
質
・
力
量

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

不
登
校
対
策
の
事
業
と
し
て
は
、

研
修
所
の
職
員
に
よ
る
通
常
教
育
相

談
、「
親
の
会
」、
適
応
教
室
「
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
常
教
育
相
談
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
、
教
育
相
談
員
が
電
話

（
48
│
３
９
９
３
）
ま
た
は
面
接
に
よ

り
応
じ
て
い
ま
す
。

特
別
教
育
相
談
は
、
毎
月
第
二

金
曜
日
を
軸
に
臨
床
心
理
士
を
招
い

て
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
へ
案
内
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
親
の
会
」
は
、
毎
月
第
三
金
曜

日
の
午
後
３
時
か
ら
開
い
て
い
ま
す
。

こ
の
会
に
は
臨
床
心
理
士
と
教
育
相

談
員
も
参
加
し
ま
す
。
自
由
に
何
で

も
話
せ
る
会
で
す
の
で
気
兼
ね
無
く

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

適
応
教
室
「
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
」
は
、

学
校
に
い
け
な
い
状
況
に
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
心
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

し
、
生
活
の
リ
ズ
ム
や
活
力
の
回
復

を
図
る
こ
と
と
、
自
主
的
な
活
動
を

と
お
し
て
登
校
へ
の
意
欲
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

午
前
中
は
学
習
タ
イ
ム
と
ス
ポ
ー
ツ

タ
イ
ム
、
午
後
は
フ
リ
ー
タ
イ
ム
を
設

定
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

計
画
し
、
自
主
的
に
活
動
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

加
西
市
教
育
研
修
所
は
、
教
育
の

今
日
的
課
題
に
こ
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
く

と
と
も
に
ご
支
援
く
だ
さ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

教教教教
育育育育
のののの
課課課課
題題題題
にににに
応応応応
ええええ
るるるる

加
西
市
教
育
研
修
所
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供
さ
れ
た
り
、
メ
デ
ィ
ア
の
花
粉
情
報
に
も
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
西
病
院
で
も
、
今
年
か

ら
院
内
で
も
毎
日
測
っ
て
い
る
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の

花
粉
個
数
を
「
花
粉
情
報
」
と
し
て
、
耳
鼻

科
外
来
の
掲
示
板
に
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
表
示
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
情
報
を
見
る
こ
と

で
、
花
粉
に
対
し
て
万
全
の
備
え
を
し
て
、
快

適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い

ま
す
。
院
内
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る

花
粉
を
さ
が
し
て
、
そ
の
原
因
の
花
粉
に
ど
れ

ぐ
ら
い
の
感
受
性
（
抗
体
の
強
さ
）
が
あ
る
か

調
べ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
院
内
で
調
べ
ら
れ

た
花
粉
症
の
原
因
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
１
位
は

ス
ギ
で
49
％
、
２
位
は
ヒ
ノ
キ
42
％
、
３
位
は

カ
モ
ガ
ヤ
で
31
％
で
し
た
。
季
節
病
的
な
様
相

を
呈
し
て
い
る
花
粉
症
で
す
が
、
１
年
中
症
状

が
あ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

も
う
新
芽
も
出
そ
ろ
う
時
期
、
今
年
の
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
も
終
息
し
ま
し
た
が
、
ど

の
花
粉
に
ど
れ
く
ら
い
感
受
性
が
あ
り
、
花

粉
が
ど
れ
く
ら
い
飛
散
し
て
い
る
か
を
知
る
こ

と
は
最
大
の
防
御
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

〔
追
記
〕

花
粉
症
と
思
っ
て
い
る
方
で
花
粉
が
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
で
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昆
虫

や
ほ
こ
り
・
動
物
等
多
く
の
も
の
が
ア
レ
ル
ギ

ー
の
原
因
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
季
節
が
過
ぎ

て
も
症
状
が
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
違
う
原

因
で
起
こ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
医
療
機
関
に
か
か
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

今
年
の
ス
ギ
花
粉
は
２
月
の
初
旬
と
い
う
早

い
時
期
か
ら
飛
散
が
始
ま
り
ま
し
た
。
温
暖

化
の
影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
。「
花
粉
症
」

の
方
々
は
、
早
い
時
期
か
ら
春
の
訪
れ
を
鼻

水
・
く
し
ゃ
み
・
目
の
か
ゆ
み
な
ど
で
感
じ
ら

れ
る
よ
う
で
す
。

花
粉
症
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
一
種
で

「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
」
と
も
呼
ば
れ
、
樹
木

や
草
花
の
花
粉
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
症

状
で
す
。
そ
の
代
表
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
樹

木
で
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
、
草
花
で
は
カ
モ
ガ

ヤ
・
ブ
タ
ク
サ
・
ヨ
モ
ギ
な
ど
で
す
。

加
西
病
院
で
は
、
以
前
か
ら
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

の
花
粉
飛
散
状
況
を
兵
庫
花
粉
研
究
所
（
兵

庫
医
科
大
）
に
毎
日
報
告
し
て
い
ま
す
。
そ
の

報
告
情
報
は
、
県
下
各
医
療
機
関
に
情
報
提

市立加西病院

中央検査科 主任

辻　　巧

花
粉
情
報
た
だ
今
発
信
中

矯正治療で「せ
っかく、きれいな歯
並びになったのに」、
金具やワイヤーのせ
いでむし歯がいっぱ
いといった例もたくさんあります。矯
正用の歯ブラシとフッ素入り歯磨
剤を使えば磨きにくい部分もスッキ
リ!!（加西市歯科衛生士会）

あなたはどちらが気になるの？

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈材料〉●豚ロース４枚（塩・こしょうをして１枚を４つに
切る）●ネギ１／４本（斜め切り）●人参40g（短冊切り）
●しめじ１／２パック（石づきを切る）●しょうが少々（せ
ん切り）●もやし50g（２～３cmに切る）
〈作り方（4人分）〉
豚肉に小麦粉をつけ、溶き卵をつけて焼く。なべ

にかつお出し２1/2カップ、酒大さじ２、塩小さじ1/2、
しょうゆ少々を入れて野菜を加えて煮る。沸騰した
ら焼いた豚肉を入れて時々動かしながら２～３分煮
る。汁ごと器に入れ盛りつける。

みなさん初めまして。今年４月から市役
所に勤務しています保健婦の重松美穂で
す。加西市は全くの初めてですが、活動
を通じての出会いや学びに期待を抱いて
います。
就職して間もない中で参加した健康相

談や子どもの健診などを通して感じたこと
は、加西市は私が今まで暮らしてきたまち
が失いつつある人のぬくもりが感じられる
魅力あるまちだということです。
加西市ではすでに、住み慣れた場所で

安心して暮らせることを目的とした「あっ
たか友愛訪問活動」の一つとして、声か
け運動が展開されています。乳児から高
齢者まで、みんながいきいき健やかに生活
していくためには、家族ぐるみ、地域ぐる
みでの支え合いは欠かせないものだと思い
ます。いつまでも市民のみなさんが、お互
いに助け合ったり、話し合ったりが気軽に
できるまちであって欲しいと願っています。
未熟な私ですが、ひとつひとつの出会

いや学びを大切にし、個人や集団が持っ
ている力を最大限に活かし、積み重ねて
行く活動に取り組むことで、家族や地域ぐ
るみで問題の解決へと広げられるように頑
張りたいと思いますので、よろしくお願いし
ます。

がんばります。
どうぞよろしく。

〈シェフから一言〉
油を使った料理も和風だし
で煮るとあっさりです。だ
しは昆布、鰹節、いりこの
本物でどうぞ。

い
ず
み
会
会
員
（
坂
元
町
）

美
藤
　
政
代
さ
ん
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内
　
容

各
専
門
分
野
の
医
療
に

つ
い
て
の
話

費
　
用

無
料

問
合
先

南
部
公
民
館

（
電
話
49
│
０
０
４
１
）

日
　
時

６
月
２
日
〜
８
月
18
日

の
毎
週
水
曜
日
　
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
（
全
12
回
）

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

参
加
費

１
２
０
０
円

申
込
先

電
話
で
健
康
福
祉
会
館

へ
（
電
話
42
│
６
７
０
０
）

受
　
付

５
月
20
日
（木）
よ
り

兵
庫
県
司
法
書
士
会
東
播
支
部

会
員
２
名
が
対
応
し
ま
す
。

日
　
時

毎
月
第
３
土
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
!

無
料
法
律
相
談

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

参
加
者
募
集

場
　
所

社
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

相
談
室
（
社
町
役
場
敷
地
内
）（
電

話
０
７
９
５
│
42
│
２
０
０
６
）

対
　
象

平
成
12
年
３
月
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
卒
業
予

定
者
及
び
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者

日
　
時

６
月
４
日
（金）

午
後
１

時
〜
午
後
３
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

問
合
先

兵
庫
県
西
脇
Ｕ
タ
ー
ン
バ

ン
ク
（
電
話
０
７
９
５
│
22
│
３
１
８
１
）

※
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

は
Ｕ
タ
ー
ン
バ
ン
ク
へ
登
録
を
!

掃
除
は
、
心
を
磨
き
安
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
る
最
上
の
教
材
で
す
。

日
時
・
場
所
・
会
費

●
コ
ン
サ
ー
ト
の
部

出
演

リ
ラ
ッ
ク
ス

６
月
12
日
（土）
午
後
６
時
30
分
〜

受
付
　
健
康
福
祉
会
館
　
無
料

●
そ
う
じ
実
践
の
部

６
月
13
日
（日）

午
前
７
時
〜
受
付

北
条
中
学
校
　
１
０
０
０
円

（
昼
食
費
含
む
・
高
校
生
以
下
無
料
）

※
タ
オ
ル
２
枚
と
長
靴
を
持
参
。

日
本
を
美
し
く
す
る
会

「
加
西
掃
除
に
学
ぶ
会
」

求
人
企
業
合
同

面
接
会

申
込
先

５
月
20
日
（木）
ま
で
に
、

同
会
事
務
局
　
〒
６
７
５
│
２
２
１

３
西
笠
原
町
１
７
５
│
２
３
　
藤
本

文
俊
ま
で
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
48
│
３

６
１
０
）
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

加
西
市
で
今
後
介
護
支
援
専
門

員
と
し
て
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い
る

人
の
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

５
月
27
日
（木）

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

市
役
所

多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象

第
１
回
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
合
格
者
で
、
市

内
に
在
住
も
し
く
は
勤
務
さ
れ
る
方
。

問
合
先

高
年
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
８
８
）

日
　
時

５
月
24
日
（月）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

演
　
題
「
加
西
市
近
辺
の
地
形
・

地
質
・
活
断
層
と
防
災
に
つ
い
て
」

講
　
師

田
中
眞
吾
先
生

（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

参
加
料

無
料

問
合
先

企
画
室
（
電
話
42
│
８
７
０
０
）

加
西
防
災
会
議
講
演
会

介
護
支
援
専
門
員

情
報
交
換
会
参
加
者
募
集

「知らせたいことがある」と書かれたハガキが届き、
興味本位で電話をしたら、女性から喫茶店に呼び出さ
れた。デートの誘いだと思い出かけると、いつのまにか
ビデオ購入の話になり契約せざるを得なくなった。高額
なので解約したい。
このように販売目的を隠して呼び出し、予想もしな

かった商品等の契約をさせられるアポイントメント商法
の相談が増えています。商品も高額で、クレジット契約

で月々の支払い額を少なく見せていることが多く、ほと
んどが恋人を装い異性が接近して勧誘しているようで
す。8日以内ならクーリングオフできますが、この期間を
過ぎると解約を拒否されたり、高額な違約金を請求され
ます。見知らぬ人からの甘い誘いには乗らない心構えと
不必要なときにははっきり断わる勇気を持ちましょう。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「見知らぬ人からの甘い誘いに注意!」
Ｑ

Ａ

ハナサク

入 湯 料 300円
入浴時間
10：00～18：00
（月曜日を除く）

毎月26日はハーブ湯の日

皆さんのオアシス
健康福祉会館大浴場のご利用を

生
活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
、

い
き
い
き
人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

☆
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

場
　
所

南
部
公
民
館

日
　
時

毎
週
火
曜
　
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
45
分

費
　
用

３
ヶ
月
　
１
５
０
０
円

内
　
容

柔
軟
体
操
・
有
酸
素
運
動

※
尚
、
町
ぐ
る
み
健
診
等
（
心
電

図
を
含
む
）
受
診
者
に
限
り
ま
す
。

問
合
先

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

（
電
話
42
│
３
６
２
１
）

第
1
回

５
月
22
日
（土）

西
村
耳
鼻
咽
喉
科
院
長
　
西
村
氏

第
2
回

７
月
３
日
（土）

つ
つ
み
神
経
内
科
院
長
　
堤
　
氏

第
3
回

９
月
４
日
（土）

な
る
せ
皮
膚
科
院
長
　
鳴
瀬
氏

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

場
　
所

南
部
公
民
館

南
部
公
民
館

「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

「
ら
く
ら
く
サ
ー
ク
ル
」

会
員
募
集

善防公民館は日曜日も開館しています。



13

〈ママの一言〉
お兄ちゃんの通っている保育園に行くと、両手を振りあげ先

生「だいてー」と大喜び。目に入るものすべてに興味しんしん。
お医者さん大キライ、お風呂大好き!。わが家の次男ボー、や
さしい子に育ってね。 （パパ・浩三さん ママ・未記子さん）

高谷佳彰ちゃん（北条町）
1歳5カ月

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
６月１日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
６月１日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
６月３日（木）健康福祉民館
６月10日（木）農村環境改善センター・６月17日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
５月27日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後５時　市役所２階環境課

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）健診 （受付時間）

平成11年３月生れの乳児 ５月25日（火） 午後１時～２時
■4カ月児健診
平成10年１月生れの乳児 ６月２日（水） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成９年12月生れの幼児 ６月８日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成７年11月生れの幼児 ５月18日（火） 午後１時～２時
■乳幼児保健相談
希望者 ６月９日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会（約2時間の予定）
３～５カ月児の保護者 ６月９日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。

5月16日（日） おりた外科胃腸科医院（北条町・電話42－６０００）
23日（日） 西村医院 （中野町・電話49－０００１）
30日（日） 小野寺医院 （王子町・電話48－３７３７）

6月 6日（日） みのりクリニック （下宮木町・電話49－８４７０）
13日（日） 玉田医院 （玉野町・電話47－００６６）
20日（日） 田仲クリニック （北条町・電話42－４９５０）

■ 妊婦教室と母子健康手帳の交付
５月20日（木）・６月17日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持ってきてください。
■問合先 健康福祉課（電話42－８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書

横
尾
古
坂
土
地
区
画
整
理
組
合

は
、
事
業
地
区
内
の
保
留
地
の
最

終
分
譲
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

分
譲
内
容

●
区
画
数

３
区
画
（
地
目
　
宅
地
）

●
面
　
積

２
３
１
平
方
メ
ー
ト
ル
〜

６
７
４
平
方
メ
ー
ト
ル

●
価
　
額

１
６
４
５
万
円
〜

５
４
６
５
万
円

●
㎡
単
価

７
１
千
円
〜
１
０
５
千
円

申
込
期
間

６
月
30
日
（水）
ま
で
同

組
合
事
務
所
で
受
付

決
定
方
法

先
着
順
で
審
査
の
上

横
尾
古
坂
土
地
区
画
整
理

組
合
の
保
留
地
分
譲
募
集
中

〔おはなし会〕
6月12日（土）
（午後2時から30分程度）

〔休館日〕
月曜日
5月11日�～20日�
（資料手入れのため）

マグネット（山田詠美著）
リミット（野沢　尚著）
ぢん・ぢん・ぢん（花村萬月著）
見知らぬ妻へ（浅田次郎著）
雪が降る（藤原伊織著）
惜別の海（澤田ふじ子著）
火曜日の聖餐（森　純著）
マガジン青春譜（猪瀬直樹著）ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

決
定

問
合
先

北
条
町
横
尾
１
│
１

横
尾
古
坂
土
地
区
画
整
理
組
合
事

務
所
（
電
話
43
│
０
４
７
５
）

日
　
程

５
月
29
日
（土）
〜
５
月
31

日
（月）

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
５
月
31
日
は
正
午
ま
で
）

場
　
所

コ
ミ
セ
ン
２
階
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ほ
か

な
お
、
一
般
の
出
品
も
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
先

商
工
振
興
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

加
西
市
さ
つ
き
展

よしあき

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
者
）
を
選
ん
で
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
か
相
談
し
、
い
っ
し
ょ
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
っ
て

も
ら
え
ま
す
。
利
用
者
は
、
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
、

要
介
護
度
に
応
じ
て
使
え
る
金
額
の
範
囲
内
で
「
介
護
支
援
専

門
員
」
の
助
言
を
受
け
て
心
身
の
状
態
、
家
庭
の
状
況
等
に
適

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
計
画
作
成
に
は
、
利
用
者
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護

支
援
専
門
員
は
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
従
事
者
で
、
一
定

の
実
務
研
修
を
修
了
し
た
人
で
す
。

問
合
先

高
年
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
８
８
）

認
定
さ
れ
た
ら
、
サ
ー
ビ
ス
は

ど
の
よ
う
に
し
て
受
け
ら
れ
る
の
で
す
か
？

����������
����������
����������

質
問

そそ
のの
77

お
答
え

※図書館資料手入れのため、5月11日（火）から
20日（木）までの10日間、休館いたします。

資料手入期の
お知らせ
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融
資
対
象

市
内
に
事
業
所
を
有

し
、
同
一
事
業
を
同
一
場
所
で
１

年
以
上
経
営
す
る
中
小
企
業
者
で
、

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対

象
事
業
に
該
当
す
る
も
の
。

加
西
市
中
小
企
業
事
業

資
金
融
資
の
ご
案
内

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

●
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
勤
労
者
で
（
事
業
主
及
び
家
族

従
業
員
は
除
く
）
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方
。
又

は
、
同
一
事
業
所
に
３
年
以
上
勤

務
し
て
い
る
方
。

●
市
内
に
自
己
の
住
宅
を
建
築
又
は

購
入
し
よ
う
と
す
る
方
。

●
年
齢
が
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
。

●
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

●
取
扱
金
融
機
関
の
指
定
す
る
保
証

機
関
の
保
証
が
受
け
ら
れ
る
方
。

問
合
先

商
工
振
興
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

融
資
の
内
容

加
西
市
勤
労
者
住
宅
資
金

融
資
の
ご
案
内

期
　
間

５
月
11
日
（火）
〜
20
日
（木）

重
　
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
促

進
◯
自
転
車
乗
車
中
や
歩
行
中
の
お

年
寄
り
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。

◯
体
力
、
視
力
等
の
低
下
を
自
覚

し
、
安
全
な
行
動
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

◯
お
年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
、
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

春
の
交
通
安
全
運
動

実
施
中
!!

市
民
劇
団
「
お
お
き
な
木
」
で

は
99
年
秋
公
演
に
向
け
、
出
演

者
・
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
一
度
練
習
を
覗
い
て

い
ま
せ
ん
か
。

練
習
日

毎
週
土
曜
日

午
後
６
時
〜
９
時

場
　
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
３
階
遊
戯
室

問
合
先
「
お
お
き
な
木
」
運
営
委

員
会
事
務
局（
電
話
42
│
２
７
２
３
）

「
ユ
キ
エ
」
は
ア
メ
リ
カ
・
ル
イ

ジ
ア
ナ
を
舞
台
に
、
初
老
を
む
か

え
た
ア
メ
リ
カ
人
の
夫
と
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
と
い
う
難
病
に
お
そ

わ
れ
た
日
本
人
の
妻
と
の
夫
婦
愛

の
ド
ラ
マ
。

日
　
時

６
月
27
日
（日）
２
回
上
映
　

①
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

５
０
０
円

（
当
日
７
０
０
円
）

発
売
所

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
・
市
民
会
館
・
各
公
民
館
・
健

映
画
「
ユ
キ
エ
」

上
映
!!

市
民
劇
団
「
お
お
き
な
木
」

劇
団
員
募
集

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

自動車税・軽自動車税の納期限は

5555月33331111日（月）です。
問合先
☆自 動 車 税　社財務事務所（電話0795－42ー5111）
☆軽自動車税　税務課（電話42－8712）

融　資　の　内　容

資金使途及び
限 度 額

融資利率

貸付期間

そ の 他

取扱金融機関
さくら銀行北条支店・但馬銀行加西支店・みなと銀行加西支店
姫路信用金庫加西支店・播州信用金庫北条支店
但陽信用金庫加西支店・兵庫県信用組合加西支店

兵庫県信用保証協会の保証要
ただし、市が保証料の50％を負担（H11.9.30まで）

500万円以内 5年以内
500万円超 7年以内

うち据置期間
6ケ月以内で可

年2.1％（市が1％以内で利子補給を行います）

運転資金 800万円以内 最高限度額
1,500万円

1,000万円以内
500万円以内

設備資金
公害除去資金

新築・購入 増改築

限度額 1,500万円以内 1,000万円以内

期　間 25年以内

利　率
固定金利型　年　3.28％
変動金利型　年　2.10％
※さくら銀行は固定型のみ取扱

取扱金
融機関

近畿労働金庫　北播支店
さくら銀行　北条支店

15年以内

日本赤十字社の行う災害救護や血液事業など世界の
平和と福祉のための幅広い事業への資金協力（年額500
円以上）していただく社員を募集しています。
町の役員さん等が各家庭を訪問しますので、ご協力を

お願いします。
問合先 社会福祉課地域福祉係へ（電話42－8725）

「あなたの善意が赤十字を支えます」
5月は赤十字運動月間

問
合
先

商
工
振
興
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

5月6日現在の交通事故発生状況

総　　　数 592（＋102）

本年（前年比）

人 身 事 故 88（＋ 28）

死　　　者 2（＋ 2）

負　傷　者 131（＋ 54）

（加西署管内）
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お く や み

村田はな子 76 勝　美 西　長
森井あや子 90 忠　男 三　口
後藤　　登 69 孝　宣 西谷東
圓井ひさゑ 85 健　司 小　谷
藤原かつゑ 76 信　博 中　野
谷川　昭代 56 中川和彦 下若井
板谷みさぎ 96 幸　男 乙和泉
糟谷　雄一 64 きくゑ 横　尾
河合おゑい 76 信　男 網　引
長尾きく子 83 和　春 千ノ沢
吉田　千鶴 78 孝　良 栄
小塩　秋夫 89 茂　昭 栗　田
西村　時夫 62 哲　也 別府東
長谷川光廣 61 直　人 繁　陽
圓井　正已 73 正　明 小　谷
河合しげ子 84 三千男 田　原
鍛冶　政男 84 勉 田　原
三枝　　勲 54 平 御　旅
古家　寅作 81 浩　三 坂　本
中村をむめ 82 弘 中　野
山下　　清 90 正　己 山下中
清水　民代 57 信　生 福　吉
高原しづ子 80 正　敏 西剣坂
西脇　昂一 81 俊　秀 玉　野
高見　　貞 67 菅原幸二 都　染
荒瀬　隆江 70 哲　生 東高室
藤原みさの 92 康八郎 横　尾
大窪はつ枝 72 関野陽子 第2サルビア荘
喜谷　　吉 98 孝　史 栗　田
藤本　　武 87 義　昭 下若井
小川　　來 73 正　臣 東剣坂
中川　孝治 70 清　治 横　尾
織邊　又重 82 紀　芳 網　引
正木　義信 73 守 山下東

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（４月30日受付分まで・敬称略）

康
福
祉
会
館

問
合
先

教
育
委
員
会
内
連
合
婦

人
会
事
務
局
　
担
当
・
高
橋
　

（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

日
　
時

６
月
23
日
（水）
〜
11
月
24

日
（水）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
全
12
回
）

「
楽
し
い
陶
あ
そ
び
」

参
加
者
募
集

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
　
創
作

室募
集
人
員

10
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料

６
０
０
０
円（

当
日
徴
収
）

申
込
先

電
話
で
健
康
福
祉
会
館

へ
（
電
話
42
│
６
７
０
０
）

受
　
付

５
月
20
日
（木）
よ
り

内
藤
稔
さ
ん
（
栗
田
）、
大
久
保

多
代
さ
ん
（
段
下
）
が
総
務
庁
長

官
か
ら
行
政
相
談
員
に
再
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

毎
月
１
回
行
政
相
談
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
行
政
問
題
で
お
悩

み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先

市
民
課
市
民
相
談
係

（
電
話
42
│
８
７
０
５
）

内
藤
稔
さ
ん
・
大
久
保
多
代
さ
ん

が
行
政
相
談
員
に
就
任

死亡者 年齢 喪主 町名

日
　
時

６
月
20
日
（日）

午
前
10
時
〜
12
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

研
修
室

対
象
者

障
害
を
持
つ
方
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
関
係
団
体

※
意
見
要
望
が
あ
る
方
は
所
定
の

用
紙
に
記
入
し
、
５
月
31
日
（月）

ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

「
か
た
つ
む
り
の
家
」（
電
話
43
│
０

３
６
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│
６
６
５
８
）

完
全
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
で
０
・
６
％

公
的
年
金
だ
か
ら
で
き
る

4
月
か
ら
金
額
が
ア
ッ
プ

市
長
と
語
る
会

加西市への寄付
○浜本保険� 浜本　泰秀 50万円
☆学校教育資金として
○上道山町 金沢　義博 50万円
☆社会福祉対策資金として
○加西コンクリート� 竹内筍太郎 50万円

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○和泉町 板谷　幸男 10万円
○島町 織田　勝俊 10万円
指定預託
☆加西ボランティア協会へ
○北条町田町 竹本　幸夫 1万5千円
○北条町横尾　 水田美智子 2万円
○�本陣従業員一同　 1万569円

善意の花束

（受付順　敬称略）

○曽根自治区　渡辺英彦 2万円
○Ｙ・Ｙ 2万円
○匿名 2万円
一般預託
○網引町 板井まさ子 1万円

国
民
年
金
は
公
的
年
金
。

給
付
費
の
国
庫
負
担
や
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
が
あ
り
ま
す
。
基
礎
年

金
支
払
い
額
の
３
分
の
１
は
国
が

補
助
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
完
全
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」

に
よ
り
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
年

金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
年

金
の
実
質
的
な
価
値
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

平
成
11
年
度
の
年
金
額
は
平
成
10

年
の
平
均
消
費
者
物
価
指
数
が
前
年

に
比
べ
０
・
６
％
の
上
昇
と
な
っ
た
た

め
、
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

支
払
い
は
6
月
か
ら

年
金
の
引
き
上
げ
は
11
年
４
月
分

か
ら
で
す
が
、
新
年
金
額
で
の
支
払

い
は
６
月
15
日
の
定
期
支
払
い

（
４
・
５
月
分
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
は
８
月
支
払
い

（
４
〜
７
月
分
）
か
ら
で
す
。
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H11.5.1現在（前月比）
人　口／ 52,658（＋48） 世帯数／ 15,791（＋135）
男　／ 25,589（＋68） 女　／ 27,069（－ 20）

63
“自然の豊かさ”を感
じさせるオドリコソウ

た
ん
ぽ
ぽ
も
ま
だ
咲
い
て
あ
り

を
ど
り
花
（
太
花
）

句
の
と
お
り
、
春
か
ら
初
夏
に

か
け
て
趣
の
あ
る
美
し
い
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
そ
の
花
の
形
が
、
踊

り
子
が
笠
を
か
ぶ
っ
て
踊
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
の
で
「
踊
り
子
草
」

の
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。
花
色
は
淡

紅
紫
色
か
白
色
で
す
が
、
希
に
わ

ず
か
に
黄
色
を
帯
び
た
も
の
も
あ

る
よ
う
で
す
。

人
里
近
く
の
半
日
陰
の
湿
っ
た

土
手
を
好
む
の
で
川
や
水
路
沿
い

に
よ
く
見
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、

河
川
改
修
や
耕
地
整
理
で
、
急
激

に
数
区
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

�

加西市だより
市のお知らせやまちの話題を放送
毎週水曜日　午後0時50分～55分

★応募資格 市内に住む18歳以上の未婚の日本女性（高校生は除く）
★応募方法 所定の申込用紙で応募してください。自薦、他薦は問いません。
★申込期限 5月28日（金）
★選　　定 ミス加西・ミス根日女・ミスサルビア（各1人）
★発　　表 8月1日（日）開催予定の加西サイサイまつり
★副　　賞 ハワイ旅行（4泊6日）相当額の旅行クーポン券ほか協賛各社による賞品多数
★申 込 先 商工振興課内加西市観光協会事務局（電話42-8740）

あなたも
ササササママママーーーーシシシシンンンンデデデデレレレレララララ
ミス加西
募集中!!


